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令和７年度第５回瑞浪市総合計画推進委員会 会議録 

 

１．日時  令和７年１１月１３日（木） １３：３０～１４：００ 

 

２．場所  瑞浪市役所 ４階全員協議会室 

 

３．出席者    景山 英明 

河田 淳司 

大宮 康一（会長） 

谷  佳樹 

堀尾 憲慈 

佐伯 さほり（副会長） 

安藤 友美 

小木曽 みどり 

［名簿順、敬称略］ 

 

    ４．欠席者    青木 泰尚 

 

５．事務局 正木 英二（みずなみ未来部長）                                                                                                                             

   坂﨑 慎一郎（企画政策課長補佐兼企画政策係長） 

   三浦 啓輔（企画政策課企画政策係） 

    

６．日程     １．会長あいさつ 

         ２．議事 

（１）第４回会議録（案）について 

（２）意見書（案）について 

３．その他 
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１．会長あいさつ 

 

２．議事 

（１）第４回会議録（案）について【資料１】 

＜意見、質問等なし＞ 

→発言者の氏名は伏せ、市ホームページで公表する。 

 

（２）意見書（案）について【資料２】 

（委 員） 意見書提出後のスケジュールについて、市長から評価の内容は各事業担当課へ伝わ

るといった認識でよいか。 

（事務局） そのとおりである。今回の評価内容について、令和８年度当初予算に考慮できるよ

う周知する。 

（委 員） 

 

 

 

 今回、委員会総合評価がＢと評価された事業がほとんどであったが、必ずしもＡ評

価が良いというわけではない。この意見書（案）は、委員の方々から改善点が指摘さ

れ、今後の伸びしろを期待する意見がまとまっており、意見がきちんと集約された内

容となっていると思う。 

（委 員） 他市の総合計画の委員会にも出席しているが、瑞浪市は本当に丁寧に進められてい

ると感じる。会長の丁寧な進行をはじめ、事業担当課の説明も丁寧でわかりやすかっ

た。私自身、いろいろなかたちで地域に関わっている立場であるため、今回の委員会

を通じ、より瑞浪市に対する理解を深めることができ、瑞浪市の発展に向けできる限

りのことをしたいと思わせていただける内容であった。 

（委 員） こういった委員会に参加しないと、市が行っている事業がどう評価されているかわ

かりづらい。参加することでようやく知ることができるため、市民に知っていただく

ためにも、メディア等を活用して発信されると良いかと思う。 

（委 員）  こういった機会がないと、広報誌や他の方に聞く程度しか市がどのようなことを行

っているかわからなかったため、今回の委員会で勉強させていただいた。 

今回評価した事業について、目標を達成できた事業もあれば、もともと目標を達成

するのが難しい事業もあったかと思う。そういった事業について、意見書（案）に記

載のとおり、今後、どう進めるのかについてコストを考慮しつつ検討していただけれ

ばと思う。 

（委 員） それぞれの担当部署からの説明を聞いて、市役所の職員の方々が頑張っていると感

じた。 

我が家は、子育て世代と年金開始世代が一緒に生活している。孫たちの生活が変わ

って欲しいといった内容など、家の中で話すことに留まっていたことが、こういった

会議で自分の意見として聞いていただくことができ、トンネルが開かれたような気が

して、とても有意義な時間を過ごすことができた。 

（委 員） 以前、別の地域で同様の委員会に参加させていただいたことがあるが、瑞浪市は、

本当に丁寧に前向きに取り組んでいると感じる。 

私どもも地域活性化に貢献したいと考えている。第３回委員会にて事業評価をした

シティプロモーション課の事業について、連携、協力ができないかと思った。その他
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→意見書（案） を変更する内容の意見なし。意見書（案）のとおりとする。 

 

３．その他 

（１）第６回瑞浪市総合計画推進委員会（意見書提出）の日程について 

  １１月２８日（金）９時３０分より ３階応接室 ※大宮会長のみ出席 

 

（２）報酬等の支払いについて 

 

（３）アンケートの実施について 

以上 

にも何かあればお声掛けいただき、微力ではあるが貢献させていただきたい。 

（委 員） 私もこういった委員会に参加する機会が少ないため、大変勉強になった。 

瑞浪市は県内の市町村の中でも多くのアイデアを持って事業を行っている印象が

ある。今回、委員会総合評価としてＡやＢと評価したが、これに満足することなく、

委員の意見を反映して改善いただき、より良い事業を実施していただければと思う。 

（委 員） 私どもも瑞浪市を活力あるまちにしようと思い事業を行っているが、市にこのよう

な多くの事業があると思っていなかった。 

今回の委員会を通じて、市民の役に立つために、情報発信の重要性を痛切に感じた。

この委員会は来年度以降も継続して開催されると伺った。そうであれば、事業評価を

行っていることをしっかりと発信していただければと思う。 

（委 員） この委員会が、市役所だけではなく、市民の生活にとって有意義であり、施策や取

組に繋がることを期待する。また、こうして様々な立場の方が発言し、様々な意見、

評価があることが非常に重要である。これが市役所の職員だけでなく、市民に届く情

報発信ができたら良いと考える。 

市民が市役所のホームページを逐一開き、情報を拾うことはなかなかできないと思

う。一方的に市役所が情報発信をするだけではなく、市民の関心や意識作りを行い、

お互いが歩み寄ることが重要であると考える。 

そういった点を含め、委員の方の意見、もしくはそれぞれの活動が市民に届くこと

を強く願う。 


